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これまでの50年（第6期）

い
た
。昭
和
五
十
九
年
十
二
月
定
例
会
で
延
伸

に
関
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
質
さ
れ
た
市
長
は

「
建
設
省
が
策
定
中
の
高
規
格
幹
線
道
路
網
整

備
計
画
の
対
象
路
線
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
と
考
え
る
。」と
答
弁
し
て
い
た
だ
け

に
、高
速
道
路
の
延
伸
は
、ま
さ
に
大
歓
迎
で

あ
っ
た
。

　
い
わ
き
市
に
本
格
的
な
高
速
交
通
時
代
が

や
っ
て
来
た
。議
会
で
も
常
磐
道
開
通
に
関
連
し

て
、市
域
の
道
路
の
整
備
事
業
等
に
つ
い
て
数
多

く
の
質
問
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
高
速
道
路
に
よ
っ
て
首
都
圏
と
結
ば
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、人
や
モ
ノ
の
流
れ
も
変
わ
る
。い

わ
き
市
を
訪
れ
る
人
も
増
え
る
。開
通
を
翌
年

に
控
え
た
昭
和
六
十
二
年
の
市
議
会
で
は
、定
例

会
が
開
か
れ
る
ご
と
に
、市
の
総
合
的
な
交
通
体

系
の
整
備
に
つ
い
て
、交
通
量
の
増
加
と
交
通
事

故
へ
の
対
策
、ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
遅
延
問

題
、東
北
横
断
自
動
車
道（
の
ち
の
磐
越
道
）の

小
名
浜
港
へ
の
延
伸
と
い
っ
た
問
題
や
課
題
に

関
心
が
集
ま
っ
た
。

　
常
磐
道
開
通
の
直
後
に
行
わ
れ
た
昭
和
六
十

三
年
六
月
定
例
会
で
は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
に
市
内
各
所
で
発
生
し
た
交
通
渋
滞
に
関
連

し
て
、ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。

当
時
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
状
況
と
し
て
は
、

通
行
す
る
車
輌
を
市
街
地
中
心
部
か
ら
迂
回
さ

せ
る
道
路
と
し
て
、国
道
四
九
号
平
バ
イ
パ
ス
の

好
間
か
ら
内
郷
へ
至
る
四
・
四
㎞
は
常
磐
道
開

通
と
同
時
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、国
道
六

号
常
磐
バ
イ
パ
ス
と
内
郷
か
ら
先
の
国
道
四
九

号
平
バ
イ
パ
ス
は
ま
さ
に
工
事
中
で
あ
っ
た
。

　
市
は「
完
成
年
度
の
短
縮
に
つ
い
て
関
係
機
関

へ
積
極
的
に
要
望
し
た
い
。」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
市
に
お
け
る
物
流
の
一
大
拠
点
で

あ
る
小
名
浜
港
へ
の
高
速
道
路
延
伸
も
、新
産

業
都
市
・
い
わ
き
市
と
し
て
は
重
要
な
構
想
で

あ
っ
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
定
例
会
で
は
常
磐
道

小
名
浜
I
C
の
新
設
と
、東
北
横
断
自
動
車
道

の
小
名
浜
港
延
伸
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　
市
長
は「
小
名
浜
地
区
は
、臨
海
工
業
、水
産

業
、並
び
に
広
域
流
通
の
拠
点
と
し
て
、ま
た
海

洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
基
地
と
し
て
、本
市
の

発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
地
域
で
あ
り
、高
速
自
動

車
道
と
の
連
結
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。現
在
は

常
磐
道
い
わ
き
湯
本
I
C
、い
わ
き
中
央
I
C
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
国
道
四
九
号
平
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
事
業
の
促

進
を
図
っ
て
い
る
。東
北
横
断
自
動
車
道
の
小
名

浜
延
伸
に
つ
い
て
は
、市
街
地
通
過
に
よ
る
環
境

問
題
、沿
道
周
辺
開
発
と
の
関
連
性
、有
料
道
路

へ
の
転
換
台
数
、採
算
性
、ア
ク
セ
ス
道
路
の
問

題
等
、解
決
を
要
す
る
多
く
の
事
項
が
あ
り
、地

域
の
整
備
構
想
及
び
開
発
状
況
等
を
勘
案
し
な

が
ら
今
後
と
も
国
・
県
と
協
議
し
対
処
し
て
い

き
た
い
。」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、常
磐
自
動

車
道（
以
下「
常
磐
道
」）の
日
立
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ（
以
下「
I
C
」）か
ら
い
わ
き
中
央

I
C
ま
で
の
五
一
・
二
㎞
が
開
通
し
た
。こ
れ
に

よ
り
埼
玉
県
三
郷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
以
下

「
J
C
T
」）か
ら
い
わ
き
中
央
I
C
ま
で
の
一
七

五
・
五
㎞
が
全
線
開
通
し
、本
市
に
初
め
て
高
速

道
路
が
到
達
し
た
。

　
本
市
に
至
る
ま
で
の
常
磐
道
の
建
設
・
整
備

に
つ
い
て
、市
議
会
で
は
昭
和
四
十
六
年
一
月
に

「
主
要
幹
線
道
路
促
進
特
別
委
員
会
」を
設
置
し

て
、福
島
県
知
事
、建
設
省（
現 

国
土
交
通
省
）、

日
本
道
路
公
団（
現
在
は
解
散
）な
ど
に
幾
度
も

陳
情
を
重
ね
て
き
た
事
案
で
あ
る
だ
け
に
、い
わ

き
市
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
開
通
と
な
っ
た
。

　
常
磐
道
は
、計
画
当
初
、い
わ
き
市
が
終
点
と

な
る
予
定
だ
っ
た
た
め
、こ
の
と
き
の
開
通
に

よ
っ
て
〝
全
線
開
通
〞
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、昭
和
六
十
二
年
、国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

建
設
法
の
改
正
に
よ
っ
て
常
磐
道
は
仙
台
市
ま

で
延
伸
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　
い
わ
き
以
北
へ
の
延
伸
は
、相
双
地
区
を
初

め
宮
城
県
南
部
に
お
い
て
も
関
心
が
高
ま
っ
て

常
磐
自
動
車
道
開
通

1
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高
速
道
路
で
首
都
と
直
結
さ
れ

物
流
や
交
流
人
口
が
大
き
く
増
大

　青
函
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
昭
和
六
十
三
年
に
は
本
市
と
首
都
圏
を
結
ぶ
常
磐
自
動
車

道
も
開
通
し
た
。東
京
か
ら
自
動
車
で
約
二
時
間
半
。本
格
的
な
高
速
交
通
時
代
の
幕
開
け

で
あ
る
。人
と
モ
ノ
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、企
業
誘
致
な
ど
に
大
き
な
弾
み
と
な
っ
た
。

　ま
た
、気
候
が
一
年
を
通
し
て
穏
や
か
な
い
わ
き
市
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
に
は
絶
好
の

環
境
で
あ
る
。市
は「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」を
行
い
、第
五
〇
回
国
民
体
育
大
会
を
見
据
え
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
。

　四
季
折
々
の
自
然
の
恵
み
が
豊
か
な
い
わ
き
市
。そ
の
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
を
守

り
続
け
た
い
。市
は「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」も
行
っ
た
。

常磐自動車道の日立北IC～いわき中央IC間開通式

常磐自動車道建設促進いわき市期成会総会

常磐自動車道いわき中央IC開通
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名
を
集
め
、「
い
わ
き
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

に
つ
い
て
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。本
請
願

は
、昭
和
六
十
一
年
三
月
定
例
会
の
委
員
会
の
審

査
に
お
い
て
、昭
和
五
十
六
年
六
月
定
例
会
で

「
非
核
三
原
則
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」が
可

決
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
、本
会
議
に
お
い
て
も
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　さ
ら
に
、同
定
例
会
に
議
案
と
し
て「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」を
提
出
。市
長
は
、堤
案
理
由
と

し
て「
恒
久
平
和
は
、日
本
国
憲
法
の
理
念
で
あ

り
平
和
を
確
保
す
る
こ
と
は
日
本
国
民
が
ひ
と

し
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。我
が
国
は
世
界
唯
一

の
核
被
爆
国
で
あ
り
そ
の
惨
禍
の
記
憶
は
い
ま

な
お
生
々
し
い
。真
の
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
に

は
非
核
三
原
則
の
堅
持
の
み
な
ら
ず
、平
和
秩

序
が
脅
か
さ
れ
る
す
べ
て
の
行
為
を
排
除
す
る

高
い
理
念
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、こ
の
理
念
を
全

世
界
に
普
及
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。」と
述
べ
、採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

　「非
核
平
和
都
市
宣
言
」の
宣
言
文
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

【
非
核
平
和
都
市
宣
言
】

青
い
空
　
碧
い
海
　
緑
の
大
地

そ
し
て
豊
か
な
明
る
い
暮
ら
し
は

わ
た
く
し
た
ち
い
わ
き
市
民
の
み
な
ら
ず

平
和
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
々
の

共
通
の
願
い
で
あ
る

し
か
し
　
地
球
上
で
は

ま
す
ま
す
多
く
の
核
兵
器
が
貯
え
ら
れ

世
界
の
平
和
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
て
い
る

一
刻
も
早
く
核
兵
器
を

な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
地
球
と

世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
と
い
う

痛
み
の
中
か
ら

世
界
中
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る

「
核
兵
器
は
つ
ま
ら
な
い
か
ら
よ
せ
」と

そ
し
て
平
和
な
社
会
を

は
ぐ
く
み
築
い
て
い
く
た
め

い
わ
き
市
は
　
永
遠
に

「
非
核
平
和
都
市
」で
あ
る
こ
と
を

こ
こ
に
宣
言
す
る

　ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
し
て
の
市
議
会
に
お

け
る
質
問
は
、第
五
〇
回
国
民
体
育
大
会
を
初

め
、各
種
施
設
の
整
備
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、市
制
施
行
二
〇
周
年
を

迎
え
る
昭
和
六
十
一
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」を
可
決
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
の
趣
旨
つ
い
て
は
、市
長

提
案
理
由
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
は
、健
全
な
心
と

体
を
養
い
、明
る
く
楽
し
い
市
民
生
活
を
も
た
ら

し
、ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、い
わ
き
市
民
と

し
て
の
連
帯
意
識
の
高
揚
と
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
た
国
際
人
と
し
て
通
用
す
る
青
少
年

及
び
社
会
人
の
育
成
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
り

ま
す
。本
市
は
、総
合
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に

体
育
施
設
の
整
備
充
実
と
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

を
設
置
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、昭
和
七
十

年（
平
成
七
年
）に
は
第
五
〇
回
国
民
体
育
大
会

が
福
島
県
単
独
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
お
り
、近
年
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関

心
も
一
段
と
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
と
き

に
際
し
、市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、健
康
な
心

と
体
を
つ
く
り
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
い
わ

き
市
を
築
く
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
都
市
を
宣
言
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　こ
の
宣
言
を
契
機
と
し
て
、市
民
マ
ラ
ソ
ン
の

提
案
、各
種
体
育
施
設
の
整
備
や
補
修
の
状
況
、

国
民
体
育
大
会
へ
の
準
備
に
つ
い
て
質
疑
が
活

発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
】　

　
わ
た
く
し
た
ち
い
わ
き
市
民
は
、ス
ポ
ー
ツ
を

愛
し
、健
全
な
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
り
、明
る
く

住
み
よ
い
豊
か
な
い
わ
き
市
を
築
く
た
め
、こ
こ

に「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」の
宣
言
を
す
る
。

一
　
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、

　
　
す
こ
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
力
を
あ
わ
せ
て
、

　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
機
会
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

　
　
友
情
の
輪
を
世
界
に
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

　な
お
、第
五
〇
回
国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

は
、第
八
期
を
参
照
願
い
た
い
。

　ま
た
、「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
二
月
に
、五
万
八
二
四
五
人
の
署

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
と
非

核
平
和
都
市
宣
言

2
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例
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こ
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採
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。
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長
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案
理
由
と

し
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憲
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の
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平
和
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確
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こ
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は
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本
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そ
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憶
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は
非
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堅
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の
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ず
、平
和
秩
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が
脅
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す
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て
の
行
為
を
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除
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高
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ら
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、こ
の
理
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を
全

世
界
に
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こ
と
が
重
要
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と
で
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述
べ
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の
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で
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。
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市
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の
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及
び
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の
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が
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で
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の
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は
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に
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に
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あ
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に
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が
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を
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と
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を
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り
明
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住
み
よ
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か
な
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わ
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市
を
築
く
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め
、ス
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ツ
都
市
を
宣
言
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よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」と
述
べ
て
い
る
。
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の
宣
言
を
契
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と
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て
、市
民
マ
ラ
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ン
の

提
案
、各
種
体
育
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設
の
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や
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修
の
状
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大
会
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の
準
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に
つ
い
て
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が
活

発
に
な
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て
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っ
た
。

【
ス
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ー
ツ
都
市
宣
言
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わ
た
く
し
た
ち
い
わ
き
市
民
は
、ス
ポ
ー
ツ
を

愛
し
、健
全
な
心
と
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ら
だ
を
つ
く
り
、明
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く

住
み
よ
い
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な
い
わ
き
市
を
築
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め
、こ
こ
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ー
ツ
都
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言
を
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る
。

一
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な
で
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ポ
ー
ツ
を

　
　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

一
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ー
ツ
を
愛
し
、

　
　
す
こ
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
力
を
あ
わ
せ
て
、
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ツ
の
場
と
機
会
を

　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
　
ス
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ー
ツ
を
通
じ
、
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情
の
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を
世
界
に
ひ
ろ
げ
ま
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う
。
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お
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五
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回
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民
体
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大
会
に
つ
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て

は
、第
八
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を
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た
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。
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た
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平
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は
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に
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ま
た
が
る
広
大
な
敷
地
に
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
と

し
て
高
層
ホ
テ
ル
、都
心
か
ら
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
、保
健
施
設
と
い
っ
た
諸
施
設
を
付

帯
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
を
進
め
て
い
た
。

　
し
か
し
、い
わ
ゆ
る「
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
」

後
に
経
営
困
難
に
陥
り
、計
画
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、開
設
予
定
だ
っ
た
乗
馬
ク
ラ
ブ
用
に

飼
育
さ
れ
て
い
た
馬
は
売
却
さ
れ
、未
完
成
で

あ
っ
た
ホ
テ
ル
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

　
平
成
三
年
一
月
臨
時
会
で
は
同
社
の
状
況
等

に
つ
い
て「
今
月
十
六
日
、東
京
地
方
裁
判
所
に

和
議
を
申
請
す
る
と
い
う
形
で
倒
産
を
し
た
。

市
の
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
整
備
構
想
の
第
一
号

だ
っ
た
が
、会
員
権
が
一
億
円
以
上
で
あ
る
と
言

わ
れ
た
り
、市
民
は
利
用
で
き
な
い
と
い
っ
た
批

判
も
起
き
て
い
た
。市
は
民
間
主
導
型
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
中
止
し
、市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

前
進
さ
せ
る
た
め
再
考
す
べ
き
。」と
の
厳
し
い

意
見
も
飛
び
出
し
た
。

　
平
成
五
年
三
月
定
例
会
で
は
、「
公
的
視
点
に

立
脚
し
た
土
地
利
用
、国
民
の
共
有
財
産
と
し
て

の
リ
ゾ
ー
ト
、過
疎
地
対
策
と
し
て
の
森
林
・
田

園
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
整
備
構

想
の
計
画
を
見
直
す
べ
き
。」と
の
議
員
か
ら
の

質
疑
に
対
し
、市
は「
社
会
経
済
状
況
の
変
化
、

余
暇
生
活
の
多
様
化
等
、リ
ゾ
ー
ト
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。現
在
、

本
構
想
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、公
共
事
業

に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
、農
山
漁
村
型
リ
ゾ
ー

ト
の
整
備
、家
族
そ
ろ
っ
て
誰
も
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
等
も
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
市
長

か
ら
、昭
和
六
十
二
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方

針
の
一
つ
と
し
て「
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
構
想
の

推
進
」を
図
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。

　「
い
わ
き
市
の
最
大
の
特
徴
は
、太
平
洋
に
面

し
た
い
わ
ゆ
る『
海
洋
都
市
』で
あ
り
、東
北
の

湘
南
と
呼
ば
れ
る
温
暖
な
気
候
と
白
砂
青
松
の

新
舞
子
浜
を
初
め
、六
〇
㎞
に
及
ぶ
美
し
く
変
化

に
富
む
海
岸
線
を
有
す
る
と
同
時
に
、温
泉
や

山
岳
渓
谷
な
ど
多
様
な
資
源
を
数
多
く
持
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
特
性
を
存
分

に
生
か
す
こ
と
が
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。国
民
の
生
活

が
豊
か
に
な
り
、週
休
二
日
制
の
普
及
な
ど
に

よ
っ
て
余
暇
活
動
が
増
大
し
、自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
、ス
ポ
ー
ツ
や
創
作
活
動
な
ど
を
通
し
て
の
健

康
増
進
、地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
な
ど
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、国
に
お

い
て
は
、内
需
拡
大
策
の
有
力
な
手
段
と
し
て
民

間
活
動
の
導
入
に
よ
る
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
整
備

構
想
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、国
土
庁
、建
設
省
な

ど
の
六
省
庁
の
共
同
提
案
に
よ
る（
仮
名
）『
総

合
保
養
地
域
整
備
法
案
』が
、今
国
会
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。海
洋
リ
ゾ
ー
ト

都
市
整
備
は
、本
市
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か

せ
る
だ
け
で
な
く
、常
磐
自
動
車
道
開
通
の
チ
ャ

ン
ス
を
捉
え
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、ひ
い
て

は
都
市
間
競
争
時
代
の
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
き
わ
め
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、民
間
活
力
の

活
用
に
よ
る
観
光
レ
ジ
ャ
ー
開
発
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
都
市
へ
と
脱
皮
し
、商

業
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
農
林
漁
業
な
ど
地
域
全
体

へ
と
波
及
効
果
が
広
が
る
も
の
で
あ
り
、い
わ
ば

〝
ポ
ス
ト
産
炭
地
域
〞〝
ポ
ス
ト
新
産
都
市
〞と
も

い
え
る
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
得
る
も

の
と
考
え
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、市
と
い
た

し
ま
し
て
は
、庁
内
を
挙
げ
て
こ
れ
に
取
り
組
む

た
め
、推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

構
想
の
実
現
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。」と
述
べ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、議
員
か
ら
は「
ポ
ス
ト
産
炭

地
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
時
宜
を
得
た
構
想

だ
が
、（
仮
名
）総
合
保
養
地
域
整
備
法
案
に
基

づ
く
地
域
指
定
の
実
態
は
ど
う
か
。」、「
も
う
一

歩
突
っ
込
ん
だ
積
極
的
な
構
想
は
。」、「
こ
れ
ま

で
の
県
で
実
施
し
て
い
る
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
基
地
構
想
と
昭
和
五
十
五
年
作
成
の
い
わ
き

市
観
光
開
発
整
備
計
画
基
本
調
査
報
告
書
に
あ

る
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
基
地
構
想
と
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。」と
い
っ
た
質
問

が
相
次
い
だ
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
国
が
制
定
し
た「
総
合
保

養
地
域
整
備
法
」と
は
、国
民
の
余
暇
活
動
の

充
実
、リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
、民
間
活
力
導

入
に
よ
る
内
需
拡
大
、地
域
振
興
な
ど
を
目
的

と
し
て
、ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
、ス
キ
ー
、プ
ー
ル
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、温
泉
、美
術
館
、テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し

め
る
場
を
、民
間
事
業
者
の
活
用
に
重
点
を
お

い
て
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
制

定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。通
称「
リ
ゾ
ー
ト
法
」

と
も
い
う
。

　
の
ち
に「
バ
ブ
ル
時
代
」と
総
括
さ
れ
た
こ
の

時
代
の
世
相
の
浮
揚
感
と
も
相
ま
っ
て
、ま
た
、

地
域
振
興
策
に
悩
ん
で
い
た
地
方
に
お
い
て
の

期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、全
国
で
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
。

　
し
か
し
、乱
開
発
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
環
境
面
か
ら
の
問
題
等
が
当
初
か
ら

指
摘
さ
れ
、当
該
法
律
を
根
拠
と
し
た
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
つ
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

　
い
わ
き
市
で
は
、本
市
の
温
暖
な
気
候
と
海
や

山
を
見
晴
ら
す
風
光
を
求
め
て
、ゴ
ル
フ
場
を
初

め
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
続
々
と
申
請

さ
れ
て
い
た
。そ
れ
ら
計
画
の
中
で
も
大
型
企
画

と
し
て
開
発
が
行
わ
れ
た
の
が
、民
間
会
社
に
よ

る
長
期
滞
在
型
保
養
施
設
の
建
設
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
会
社
は
、渡
辺
町
、添
野
町
、江
畑
町
に

海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
構
想

3

いわき市海洋リゾート都市整備構想計画書



いわき市議会発足５０周年記念誌  ● 5455 ●  いわき市議会発足５０周年記念誌

これまでの50年（第6期）

ま
た
が
る
広
大
な
敷
地
に
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
と

し
て
高
層
ホ
テ
ル
、都
心
か
ら
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
、保
健
施
設
と
い
っ
た
諸
施
設
を
付

帯
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
を
進
め
て
い
た
。

　
し
か
し
、い
わ
ゆ
る「
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
」

後
に
経
営
困
難
に
陥
り
、計
画
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、開
設
予
定
だ
っ
た
乗
馬
ク
ラ
ブ
用
に

飼
育
さ
れ
て
い
た
馬
は
売
却
さ
れ
、未
完
成
で

あ
っ
た
ホ
テ
ル
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

　
平
成
三
年
一
月
臨
時
会
で
は
同
社
の
状
況
等

に
つ
い
て「
今
月
十
六
日
、東
京
地
方
裁
判
所
に

和
議
を
申
請
す
る
と
い
う
形
で
倒
産
を
し
た
。

市
の
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
整
備
構
想
の
第
一
号

だ
っ
た
が
、会
員
権
が
一
億
円
以
上
で
あ
る
と
言

わ
れ
た
り
、市
民
は
利
用
で
き
な
い
と
い
っ
た
批

判
も
起
き
て
い
た
。市
は
民
間
主
導
型
リ
ゾ
ー
ト

開
発
を
中
止
し
、市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

前
進
さ
せ
る
た
め
再
考
す
べ
き
。」と
の
厳
し
い

意
見
も
飛
び
出
し
た
。

　
平
成
五
年
三
月
定
例
会
で
は
、「
公
的
視
点
に

立
脚
し
た
土
地
利
用
、国
民
の
共
有
財
産
と
し
て

の
リ
ゾ
ー
ト
、過
疎
地
対
策
と
し
て
の
森
林
・
田

園
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
整
備
構

想
の
計
画
を
見
直
す
べ
き
。」と
の
議
員
か
ら
の

質
疑
に
対
し
、市
は「
社
会
経
済
状
況
の
変
化
、

余
暇
生
活
の
多
様
化
等
、リ
ゾ
ー
ト
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。現
在
、

本
構
想
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、公
共
事
業

に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
、農
山
漁
村
型
リ
ゾ
ー

ト
の
整
備
、家
族
そ
ろ
っ
て
誰
も
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
等
も
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。」と
答
弁
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
市
長

か
ら
、昭
和
六
十
二
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方

針
の
一
つ
と
し
て「
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
構
想
の

推
進
」を
図
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。

　「
い
わ
き
市
の
最
大
の
特
徴
は
、太
平
洋
に
面

し
た
い
わ
ゆ
る『
海
洋
都
市
』で
あ
り
、東
北
の

湘
南
と
呼
ば
れ
る
温
暖
な
気
候
と
白
砂
青
松
の

新
舞
子
浜
を
初
め
、六
〇
㎞
に
及
ぶ
美
し
く
変
化

に
富
む
海
岸
線
を
有
す
る
と
同
時
に
、温
泉
や

山
岳
渓
谷
な
ど
多
様
な
資
源
を
数
多
く
持
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
特
性
を
存
分

に
生
か
す
こ
と
が
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。国
民
の
生
活

が
豊
か
に
な
り
、週
休
二
日
制
の
普
及
な
ど
に

よ
っ
て
余
暇
活
動
が
増
大
し
、自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
、ス
ポ
ー
ツ
や
創
作
活
動
な
ど
を
通
し
て
の
健

康
増
進
、地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
な
ど
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、国
に
お

い
て
は
、内
需
拡
大
策
の
有
力
な
手
段
と
し
て
民

間
活
動
の
導
入
に
よ
る
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
整
備

構
想
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、国
土
庁
、建
設
省
な

ど
の
六
省
庁
の
共
同
提
案
に
よ
る（
仮
名
）『
総

合
保
養
地
域
整
備
法
案
』が
、今
国
会
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。海
洋
リ
ゾ
ー
ト

都
市
整
備
は
、本
市
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か

せ
る
だ
け
で
な
く
、常
磐
自
動
車
道
開
通
の
チ
ャ

ン
ス
を
捉
え
た
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、ひ
い
て

は
都
市
間
競
争
時
代
の
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
き
わ
め
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、民
間
活
力
の

活
用
に
よ
る
観
光
レ
ジ
ャ
ー
開
発
な
ど
に
よ
っ

て
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
都
市
へ
と
脱
皮
し
、商

業
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
農
林
漁
業
な
ど
地
域
全
体

へ
と
波
及
効
果
が
広
が
る
も
の
で
あ
り
、い
わ
ば

〝
ポ
ス
ト
産
炭
地
域
〞〝
ポ
ス
ト
新
産
都
市
〞と
も

い
え
る
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
得
る
も

の
と
考
え
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、市
と
い
た

し
ま
し
て
は
、庁
内
を
挙
げ
て
こ
れ
に
取
り
組
む

た
め
、推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

構
想
の
実
現
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。」と
述
べ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、議
員
か
ら
は「
ポ
ス
ト
産
炭

地
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
時
宜
を
得
た
構
想

だ
が
、（
仮
名
）総
合
保
養
地
域
整
備
法
案
に
基

づ
く
地
域
指
定
の
実
態
は
ど
う
か
。」、「
も
う
一

歩
突
っ
込
ん
だ
積
極
的
な
構
想
は
。」、「
こ
れ
ま

で
の
県
で
実
施
し
て
い
る
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
基
地
構
想
と
昭
和
五
十
五
年
作
成
の
い
わ
き

市
観
光
開
発
整
備
計
画
基
本
調
査
報
告
書
に
あ

る
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
基
地
構
想
と
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。」と
い
っ
た
質
問

が
相
次
い
だ
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
国
が
制
定
し
た「
総
合
保

養
地
域
整
備
法
」と
は
、国
民
の
余
暇
活
動
の

充
実
、リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
、民
間
活
力
導

入
に
よ
る
内
需
拡
大
、地
域
振
興
な
ど
を
目
的

と
し
て
、ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
、ス
キ
ー
、プ
ー
ル
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、温
泉
、美
術
館
、テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し

め
る
場
を
、民
間
事
業
者
の
活
用
に
重
点
を
お

い
て
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
制

定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。通
称「
リ
ゾ
ー
ト
法
」

と
も
い
う
。

　
の
ち
に「
バ
ブ
ル
時
代
」と
総
括
さ
れ
た
こ
の

時
代
の
世
相
の
浮
揚
感
と
も
相
ま
っ
て
、ま
た
、

地
域
振
興
策
に
悩
ん
で
い
た
地
方
に
お
い
て
の

期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、全
国
で
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
。

　
し
か
し
、乱
開
発
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
環
境
面
か
ら
の
問
題
等
が
当
初
か
ら

指
摘
さ
れ
、当
該
法
律
を
根
拠
と
し
た
リ
ゾ
ー

ト
開
発
に
つ
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

　
い
わ
き
市
で
は
、本
市
の
温
暖
な
気
候
と
海
や

山
を
見
晴
ら
す
風
光
を
求
め
て
、ゴ
ル
フ
場
を
初

め
と
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
続
々
と
申
請

さ
れ
て
い
た
。そ
れ
ら
計
画
の
中
で
も
大
型
企
画

と
し
て
開
発
が
行
わ
れ
た
の
が
、民
間
会
社
に
よ

る
長
期
滞
在
型
保
養
施
設
の
建
設
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
会
社
は
、渡
辺
町
、添
野
町
、江
畑
町
に

海
洋
リ
ゾ
ー
ト
都
市
構
想

3
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お
い
て
審
査
し
本
会
議
に
お
い
て
可
決
、工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を
支
援
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
、分
譲
対
象
と
な
る
工
場
用
地

約
一
五
八
ha
の
う
ち
、一
期
分
の
三
九
ha
が
分
譲

開
始
さ
れ
た
。好
間
中
央
公
園
を
初
め
と
す
る

緑
豊
か
な
好
環
境
に
加
え
、昭
和
六
十
三
年
三

月
に
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
の
い
わ
き
中
央

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
団
地
入
り
口
ま
で
は

わ
ず
か
一
分
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、そ
し
て
首
都

高
速
と
接
続
す
る
埼
玉
県
の
三
郷
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
ま
で
約
一
七
五
㎞
と
い
う
便
利
さ
で
、進

出
企
業
か
ら
は
高
評
価
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
〝
付
加
価
値
の
高
い
機
械
工
業
〞
の
集

積
を
目
指
し
た
当
初
の
目
的
に
か
な
う
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
い
っ

た
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
初
め
、日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
へ
と
飛
び
出
し
て
活
躍
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
の
も

特
色
だ
。

　
昭
和
六
十
三
年
に
は
団
地
内
の
企
業
に
よ
る

好
間
工
業
団
地
連
合
会
も
発
足
。平
成
二
十
八

年
九
月
現
在
、七
五
社
が
稼
働
し
て
お
り
、約
七

五
〇
〇
人
が
働
い
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、本
市

中
央
部
の
好
間
地
区
に
お
い
て
造
成
を
予
定
し

て
い
る
好
間
中
核
工
業
団
地
の
建
設
計
画
の
経

過
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
市
長
か
ら
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　「
好
間
中
核
工
業
団
地
は
県
の
協
力
の
も
と
、

地
域
振
興
整
備
公
団
の
昭
和
五
十
年
度
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
き

た
と
こ
ろ
、去
る
九
月
の
県
議
会
に
お
い
て
事
前

調
査
費
一
三
〇
〇
万
円
が
議
決
さ
れ
、現
在
、基

本
構
想
、水
利
解
析
、地
質
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。早
い
機
会
に
正
式
要
請
を
行
う
考
え
で
あ

り
、並
行
し
て
用
地
確
保
の
た
め
、地
権
者
と
の

話
し
合
い
も
進
め
て
い
く
。」

　
好
間
中
核
工
業
団
地
は
、昭
和
四
十
年
代
か

ら
五
十
年
代
に
お
い
て
、そ
れ
ま
で
の
化
学
工

業
や
木
材
と
い
っ
た
臨
海
型
業
種
に
偏
っ
て
い

た
本
市
の
産
業
構
造
を
、よ
り
付
加
価
値
の
高

い
機
械
工
業
と
い
っ
た
内
陸
型
産
業
へ
と
シ
フ

ト
す
る
こ
と
、そ
し
て
、い
わ
き
か
ら
灯
が
消
え

た
石
炭
産
業
に
代
わ
る
新
た
な
産
業
の
導
入
に

よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、臨
海
部
等
の
産
業
集
積
と
の
関
連

を
保
ち
な
が
ら
、内
陸
部
で
の
工
業
発
展
を
目

指
す
拠
点
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

　
ま
た
、本
計
画
は
、第
三
次
い
わ
き
市
総
合
計

画
の
中
で
は「
緑
と
活
力
に
満
ち
た
広
域
産
業

文
化
都
市
」を
目
指
す
本
市
の
工
業
開
発
に
お

け
る
中
核
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、好
間
中
核
工
業
団

地
は
、「
明
る
く
、住
み
よ
い
、豊
か
な
い
わ
き
市
」

と
い
う
都
市
計
画
の
指
針
の
も
と
に
掲
げ
ら
れ

た「
豊
か
で
調
和
の
と
れ
た
産
業
都
市
」構
想
に

か
な
う
よ
う
、都
市
環
境
の
確
保
に
向
け
て
工

場
公
園
の
形
成
を
目
指
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。計
画
面
積
は
三
二
四
ha
で
、当
時
と
し
て
は

本
市
最
大
の
規
模
で
あ
っ
た
。

　
市
議
会
で
は
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
臨
時
会

に
お
い
て「
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
」を
設
置

し
、工
業
団
地
の
開
発
と
並
行
し
て
企
業
の
誘

致
活
動
と
用
地
交
渉
等
に
協
力
し
た
。同
年
十

二
月
以
降
の
定
例
会
で
は
、企
業
誘
致
対
策
費

の
審
議
結
果
を
同
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告

で
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、昭
和
五
十
九
年
三
月
定
例
会
で
は「
い

わ
き
市
工
場
立
地
促
進
条
例
」を
同
委
員
会
に

い
わ
き
好
間
中
核
工
業
団

地
の
分
譲

4
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て
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し
本
会
議
に
お
い
て
可
決
、工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を
支
援
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
、分
譲
対
象
と
な
る
工
場
用
地

約
一
五
八
ha
の
う
ち
、一
期
分
の
三
九
ha
が
分
譲

開
始
さ
れ
た
。好
間
中
央
公
園
を
初
め
と
す
る

緑
豊
か
な
好
環
境
に
加
え
、昭
和
六
十
三
年
三

月
に
開
通
し
た
常
磐
自
動
車
道
の
い
わ
き
中
央

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
団
地
入
り
口
ま
で
は

わ
ず
か
一
分
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、そ
し
て
首
都

高
速
と
接
続
す
る
埼
玉
県
の
三
郷
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
ま
で
約
一
七
五
㎞
と
い
う
便
利
さ
で
、進

出
企
業
か
ら
は
高
評
価
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
〝
付
加
価
値
の
高
い
機
械
工
業
〞
の
集

積
を
目
指
し
た
当
初
の
目
的
に
か
な
う
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
い
っ

た
最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
初
め
、日
本
の

み
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世
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へ
と
飛
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し
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活
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す
る
グ
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ー
バ
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企
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が
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し
て
い
る
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和
六
十
三
年
に
は
団
地
内
の
企
業
に
よ
る

好
間
工
業
団
地
連
合
会
も
発
足
。平
成
二
十
八

年
九
月
現
在
、七
五
社
が
稼
働
し
て
お
り
、約
七

五
〇
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人
が
働
い
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、本
市

中
央
部
の
好
間
地
区
に
お
い
て
造
成
を
予
定
し

て
い
る
好
間
中
核
工
業
団
地
の
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計
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過
に
つ
い
て
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と
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。
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好
間
中
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工
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団
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進
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て
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に
正
式
要
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を
行
う
考
え
で
あ

り
、並
行
し
て
用
地
確
保
の
た
め
、地
権
者
と
の

話
し
合
い
も
進
め
て
い
く
。」

　
好
間
中
核
工
業
団
地
は
、昭
和
四
十
年
代
か

ら
五
十
年
代
に
お
い
て
、そ
れ
ま
で
の
化
学
工

業
や
木
材
と
い
っ
た
臨
海
型
業
種
に
偏
っ
て
い

た
本
市
の
産
業
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造
を
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付
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値
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械
工
業
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。
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置

し
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の
開
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と
並
行
し
て
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の
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動
と
用
地
交
渉
等
に
協
力
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た
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以
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定
例
会
で
は
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誘
致
対
策
費

の
審
議
結
果
を
同
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委
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委
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報
告

で
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て
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。

　
ま
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五
十
九
年
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月
定
例
会
で
は「
い
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場
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促
進
条
例
」を
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に
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